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国際協カベの取り組みについて

経済的にはアメリカに追いつき部分的には追い越し始

めた経済大国日本は今後世界の一員として自覚する

だけでなく世界における指導的な役割を果たすよう求

められています.強かったアメリカのほころびが目立

つようになり日本はまだまだ国内的に問題を抱えてい

るにもかかわらず国際化の波は押L寄せて来ます.

民間企業は経済の法則に従い海外にどんどん支店や

工場を進出させて国際化していますが国立の研究機関

である地質調査所もその国際化のためにとるべき道を

模索してゆかねほたりません.国際協力室はその窓

口としてますます機能することカミ大切です.

このたび地質調査所では所カミ主体とたって実施する

大型海外プロジェクトの円滑で効果的た推進をはかるた

めに所長の諮問機関として国際協力対策委員会を設立

しました.この委員会は所長を除く所議メンバｰで構

成され次長を委員長国際協力室長を事務局長とする

布陣です.委員会では今後取り上げるべきプロジェ

クトの検討やプロジェクトの実施内容の概要について

の検討プロジェクトの実施に係わるワｰキング･グル

ｰプ(WG)の編成方針の策定たどを行います.とり上

げられたプロジニクト毎に設置されるWGにはWG責任

者が任命されWGメンバｰの人選プロジェクト実施

計画の作成外部機関との連絡･調整委員会や事務局

長への活動報告を行います.

地質調査所はこれまでにも数多くの国際協力を実施

Lており多くの職員を海外に長期に派遣してきまし

た.国際機関への派遣ではイラン(UNDP)サウジア

ラビア(UNESCO)インドネシア(RMRDC)タイ(ES

CAPCCOP)フィジｰ(CCOP/SOPAC)タンザニア

(EAC)だとが挙げられますが特にCCOPには1967年6

月に佐野凌一氏を派遣して以来ほぼ途切れることたく

派遣を続けています.

二国問協力としては60年代初めから70年代後半まで

続いたサウジアラビアとの協力や60年代半ばから続い

ているトルコとの協力がありその他単発的なものとし

てインドネツアイソドマレｰシアネパｰルフィ

リピンなどのアジア諸国やエチオピアケニアモロ

ッコだとのアフリカ諸国エクアドルアルゼソチソ

メキシコペルｰチリなどの中南米諸国との協力が挙

げられます.

このように長期の派遣職員は60年代半ばから80年代初

めまでは毎年10名以上にのぼっていましたが80年代

には年々減少し89年には2名とたっています.この減

少は国際協カベの計画的な取り組みが足りなかったこ

とが大きな原因ですが見逃せたい原因の1つに定員枠

の問題があります.1年以上の長期にわたって派遣され

る職員は派遣職員として定員外どたり国内給与は派遣

職員用の別枠から支給されます.この枠は80年以来見

直しがたされてきませんでしたが近年工業技術院傘

下の研究所から次第に職員の派遣カミ増加してくるにつれ

枠が徐々にきつくなり87年にはとうとう不足する事態と

たりまLた.88年には枠が50形ほど拡大されましたが

まだまだ増大する諸外国からの職員派遣の要請にこたえ

るほどにはなっていません.この状況が地質調査所か

らの職員派遣の減少の一因であることは否めません1

国家公務員の総定員削減という時の流れにおいて国

際協力のための人材派遣は民活路線に重きをおいてすす

め放げれぽたりませんが地質調査所に対する協力要請

はま寺ます増大しています.このようた時勢における

国際協力のあり方すすめ方について地質調査所は国際

協力対策委員会や国際協力室において新たな見直しを求

められています.
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CCOPT㏄h附五㈱瓦酌亙亙e舳の内容紹介(その5)

CCOP-TBの目次紹介の5回目です.中し込方法等は本誌408号本欄No.37を御参照下さい.

TECHNICALBULLETIN,Volume工1(TENTHANNIVERSARYVOLUM肩),issuedOctober
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訂正のお知らせ

本誌第415号掲載のrフィジｰの地質｣中に誤りがあ

りました.おわび申しあげると同時に左図のように訂

正をお願いします.

p.19左第3図
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